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研究の概要 【研究対象者】 

当院にて実施許可日～西暦2031年3月31日の研究期間中に症状緩和目的に

オピオイドによる治療をされた全ての症例 

【研究の目的・意義】 

オピオイドはがん疼痛を緩和するために重要な薬剤です。がん疼痛だけが保

険適応ではなく、近年は厳格な管理の元、慢性疼痛にも適応が広がっていま

す。激しい咳嗽発作における鎮咳、激しい下痢症状の改善にも適応があり、

がん疼痛以外の、いろいろな苦痛を伴った患者の症状緩和のためにも重要な

薬剤です。その一方でオピオイドには、便秘、眠気、吐き気などの有害事象

も報告されており、特に処方経験の少ない医師および患者様には抵抗感も強

い薬剤でもあります。当施設ではオピオイドの処方経験が少ない医師が、症

状緩和目的に麻薬を用いる際には、緩和ケアチームに相談頂き、その処方を

支えています。本研究では、実診療における症状緩和目的のオピオイドの使

用状況の情報取得を目的としています。また、それらの各種情報から得られ

る効果と有害事象に影響を与える因子を広く検討します。 

症状緩和目的治療の領域は、一般的に他の積極的治療の領域に比べて、疫学

的調査が少なく情報量が少ないです。それぞれのオピオイドの効果の検討、

あるいは２剤のオピオイドの効果と有害事象の比較などは散見されています

が、実診療においてどのような患者様にどのオピオイドが用いられて、どの

ような有害事象対策が行われて、どのような有害事象が発生しているかなど

の網羅的な検討の報告はほとんどなく、今回行います。 

【研究の方法】 

当院にて症状緩和目的にオピオイドによる治療が開始された方について、カ

ルテ情報を元に処方状況を調査をします。 

【研究期間】 

実施許可日から2031年3月31日まで 

【研究結果の公表の方法】 

日本緩和医療学会学術大会で発表する。また臨床腫瘍学会誌などの国際的な

英文誌に投稿して公表します。 

研究に用いる試料・情

報の項目と利用方法

（他機関への提供の有

無） 

今回の研究に用いる試料はありません。情報の項目は年齢、性別、診療科、

オピオイドの種類、薬剤開始時の外来/入院の区分、原疾患(原疾患のがん・

非がん)、処方量、処方理由、処方開始日、処方中止日、処方中止理由、薬剤

師介入の有無、薬剤の効果の有無、併用薬（積極的抗がん剤治療の有無）、有

害事象などの発現状況です。主な評価項目はオピオイド投与日数で、オピオ

イドの効果（効果ありと判断された症例の割合、効果ありの判定については

１週間後を目安とした疼痛改善の有無で決定します）などの評価項目と、年

齢、性別、診療科、薬剤開始時の外来/入院の区分、原疾患(がん・非がん)、

オピオイドの種類、処方量、処方理由、処方中止理由、薬剤師介入の有無、

併用薬（積極的抗がん剤治療の有無）などの背景因子との関連を統計学的に

解析します。他機関への情報提供はありません。 
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